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 生駒市文化財保護審議会会議録 要点筆記 

 

１ 開催日時 令和 5年３月１7日（金）午後６時～午後７時１０分 

 

２ 開催場所 市役所４階 ４０３・４０４会議室 

 

３ 出席者 （委員）   今木委員 藤澤委員 谷山委員 中谷委員 吉川委員 

（事務局） 八重生涯学習部長 清水生涯学習課長  

      井川生涯学習課長補佐 

上田生涯学習文化振興係長 

錦図書館北分館長 

（生駒ふるさとミュージアム）山内館長、川野副館長 

 

４ 欠席者 なし 

 

５ 会議の公開・非公開    公開   傍聴人 なし 

 

６ 議 事    

 

(1)  令和 4年度事業執行状況 

(2)  令和 5年度事業計画 

(3)  その他 

 

７ 議事内容 

 〇 事務局紹介 

〇 審議案件 

（１）令和 4年度事業執行状況について 

 

事務局    (説明) 

 

（質 疑・意 見） 

吉川委員   建造物の調査を奈良文化財研究所へ委託をしているとのことだが、調査の

目的と、この先どのあたりの範囲まで調査をするのか教えてほしい。 
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事務局    現在図書館が市史の編さん事業を進めているところだが、市史に市内建造

物の原稿を掲載することを目的に、実測や写真撮影などの再調査を行い、

調書を更新し原稿作成するまでを奈良文化財研究所に委託をしている。 

令和３年度に建造物悉皆調査を行い、市内の社寺を除くすべての建造物に

ついて目視にて築５０年以上を経過したと推定される建造物について外観

調査を行った。その中から令和４年度は指定文化財を中心に詳細な調査を

行い、課も調査許可取得や立会いで調査に協力した。内容としては、指定

時の図面から変更があった箇所の確認や全体的な撮影を行い、調書を作成

した。 

令和５、６年度については指定文化財以外で悉皆調査の成果から重要な物

件を選別し現地調査を行う予定にしており、令和７年度に市史の原稿を提

出することを目標に進めているところ。 

 

吉川委員   次年度新たに学芸員の採用を予定しているとのことで大変嬉しく感じてい

るところだが、学芸員の任期は何年か。 

 

事務局    ３年である。5 年まで延長可能な採用条件であり、それ以降については必

要に応じて一度だけ延長が可能となる。今回、実務経験のある人材を募集

し、ベテランの方の採用が決定しているが、在籍中に次の世代を担う学芸

員の採用をし、計画的に必要な知識や技術を引き継いでいく必要があると

考えている。 

 

吉川委員   ぜひ常勤の採用を今後は積極的に考えていただきたい。 

 

谷山委員   学芸員採用募集の際、任期を付けるというのはいろんな面でネックがある

ように思う。任期はあるが、頑張り次第では常勤にもなれるようなシステ

ム作りを検討してみてはどうか。 

       また、ミュージアムの事業は昨年、一昨年に比べて頑張っておられる様子

が報告から伺えるが、来館者は増えていく傾向にあるのか。 

 

山内館長   コロナ禍の影響が顕著に現れていたが、コロナ禍の影響が収まるにつれて、

当初の来館者数状況を取り戻す傾向となっている。 

 

今木委員   募集する学芸員の専門はなにか。 
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事務局    考古学の専門である。 

 

 

（２）令和 5年度事業計画について 

 

事務局    (説明) 

 

（質 疑・意 見） 

 

吉川委員   「生駒市内指定文化財一覧表」では文化財の種別が「石造遺物」や「古文

書」など、あまり他所では聞かない種別となっているので、国や県の文化

財の種別を参考にして整理した方が良いのではないか。基本的には国の種

別に沿った方が良いと考えている。 

       また、指定候補を考えるにあたって、新しく来られる学芸員の専門に沿っ

た提案の方が良いと考えている。新しい学芸員の方は考古学の中でも何の

専門か。 

 

事務局    今のところまだ詳細な情報は確認できていない。 

 

谷山委員   ここにいるメンバー(委員)の専門分野は限られているので、市史編さん室

の方々にも情報提供してもらって、各分野の情報を一覧表にして、その分

野ごとに順次指定に向けて取り掛かれたらよいのではないか。 

 

事務局    市史編さん室と連携しながら進めていきたい。 

 

 

吉川委員   大規模開発プロジェクトに伴う踏査を予定しているとのことだが、壱分町

の福禄台とはどこのあたりか。 

 

事務局    埋蔵文化財包蔵地でいうと東菜畑城跡の付近である。一分駅の東側にあた

り、大規模な開発になる見込みである。 

 

吉川委員   踏査する場合はどのような条件のときか。 

 

事務局    開発予定区域が 10,000 ㎡以上の場合は県に踏査願を提出する必要があり、

県の指示にもとづいて踏査を行う。 
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中谷委員   事業計画に世俗画調査とあるが、どこから出てきたどのような世俗画なの 

か。 

 

事務局    生駒市史の史料調査の中で見つかったものだが、宝山寺に所蔵されている 

絵画で、江戸後期を中心に、数点室町時代のものがあるが、なぜ宝山寺に

所蔵されているかという部分も含めて調査をするが、内容は静物画、人物

画や仏画など、様々な世俗画を調査するものである。 

 

 

（３）その他 

 

特になし。 

 

＜閉会＞ 


